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生徒が主体的に取り組む探究活動の実践 

～「筑坂魅力化プロジェクト」実践報告～ 

 

筑坂魅力化プロジェクト担当 本弓康之 北野啓子 中台昇一 

Russell Smith 浅野理就 高林拓也 西村栄哉 

 

本校はこれまで様々な探究学習に取り組み、探究学習の運営について様々な経験的蓄積がある。令和 2 年度

は新型コロナウィルス感染症により生徒の探究学習の機会が制限された状況であった。そこで、生徒の探究学

習の機会を増やすように期間限定の探究学習プログラム「筑坂魅力化プロジェクト」を立ち上げ、本校の探究

活動の運営に関する経験的蓄積をふまえ実施した。この取り組みはプロジェクトの目的を生徒に示して実施

した探究活動であったが、生徒の主体性が見られる様々な生徒の探究活動が行われた。 

 

キーワード   探究学習 グループ探究 異学年交流 

 

1. はじめに 

本校では現在、２年次T-GAP、３年次卒業研究、国際フ

ィールドワーク等の様々な探究学習に取り組んでいる。こ

れらの取り組みは、本校の様々な探究活動の実践経験をふ

まえ、生徒が主体的に取り組めるように修正を加えながら

実践を重ねてきた。 

令和2年度はこれらの探究学習を継続しながらも、新型

コロナウィルス感染症により生徒同士が対面で探究活動

を行うことが難しい状況であった。そこで、生徒同士の対

面での探究活動が可能になった令和2年2学期から生徒の

探究学習の機会を増やす取り組みを企画し、異学年交流に

よる期間限定（9月から11月までの2学期のみ実施）の探

究学習プログラム「筑坂魅力化プロジェクト」を立ちあげ

実施した。この「筑坂魅力化プロジェクト」では、探究活

動の課題設定を表1のように事前に生徒に提示し、探究活

動の具体的なアクションまで示す探究学習教材「Classi×

マイプロジェクトサポート」を活用するなどの特徴があり、

さらに本校の探究活動に関する経験的蓄積をふまえ企画

し、実施した。 

ここでは、本校の探究活動の運営に関する経験的蓄積を

踏まえた「筑坂魅力化プロジェクト」に関する探究学習の

運営の工夫とその成果等について報告する。 

 

2. 探究活動の運営に関する注意点 

 探究活動は、課題設定・計画・実施・ふりかえりといっ

た基本的な探究の流れがあり、探究活動に関する様々な教

材（例えば、探究学習教材「Classi×マイプロジェクトサポ

ート」）を使用することが可能である。ここでは、これらの

探究教材等を活用し、学校として探究活動の運営に具体的

に取り組む場合に、特に必要な注意点について述べる。こ

の運営に関する注意点はこれまでの本校の様々な探究活

動の経験的蓄積から得られたものである。 

 

 課題設定 

探究活動を行う生徒すべてが探究活動の初期段階

において明確な課題意識や主体性を持って探究活動

に取り組んでいるわけではない。そのため、探究学習

の初期段階から生徒が探究活動の課題設定を行う場

合には、生徒が問題意識を探しながら主体的に課題を

設定することが特に重要であり、探究活動の計画には

課題設定の時間を十分に確保する必要がある。また、

生徒が課題設定から具体的な活動計画を作成する際

にも十分な時間が必要となるため、その時間も確保す

る必要がある。 

 グループ作り 

 グループ探究では、生徒間の人間関係の変化や目的

意識の共有状況によって探究活動のそれぞれの段階

（計画・準備・実施等）で様々な問題や影響が表れる。

しかし、グループ探究ではこれらの様々な問題や影響

を生徒自身が乗り越えることが探究学習の目的であ

ると教員側が十分に理解し探究活動の運営を工夫す

ることで、生徒が探究活動における課題解決を行うと

同時に生徒自身が新たな気づきを得る学習の機会と

なる可能性がある。 
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 本校の探究学習の経験から、グループに参加する人

数によって探究活動の進め方に違いが出ることがわ

かっている。グループの人数が比較的多い場合には、

探究活動に対するアイデアが多く集まりすぎるため

グループの意思決定や役割分担に時間がかかり計画

や実施までが遅れる傾向にあり、また逆に、グループ

の人数が比較的少ない場合には、グループの意思決定

や役割分担は比較的短時間で決まるものの生徒の１

人あたりの役割の負担が重く、結果として計画や実施

が遅れる傾向にあることがわかっている。さらに、グ

ループ探究では、グループ探究を取りまとめるリーダ

ーが不在の場合には、探究活動に関する具体的な方

針・意思決定が決まらず探究活動が進まない傾向があ

ることもわかっている。  

 スケジュール管理 

 探究活動を実際に行っていくと生徒が考えていた

予定とは異なる状況が現れ、探究活動の予定が大幅に

遅れていくことがある。そこで、探究活動の予定の遅

れが生じないようにするために、定期的な生徒の活動

状況の確認、プレゼンテーションによる活動報告や活

動報告書の提出など必要な探究活動の節目（マイルス

トーン）を事前に生徒へ提示することで、生徒の活動

状況の把握と生徒への教員の適切な関与が可能にな

ることがわかっている。 

 教員の関与 

探究活動では教員がどのように生徒の活動に関与

するかによって探究活動の質が大きく影響をうける。

教員の関与が強い場合には、生徒の探究活動に対する

生徒の意識が受動的になり（生徒は探究活動を結果的

にやらされていると思うようになる場合が多い）、生

徒の主体的な活動を伴わない探究活動になる可能性

がある。またその一方で、教員の関与が弱い場合には、

探究活動により生徒の内面で混乱（生徒の考えと課題

設定の相違、生徒間での課題意識の相違など）が生じ、

生徒の探究学習への意欲が低下したり、生徒の思いが

先行し教員の関与がないまま探究活動が行われたり

するなどの様々な予想のできない問題が生じること

がある。さらに、探究活動への教員の関与の影響は、

探究活動を実施する期間が長くなるほどその影響が

大きくなる傾向があり、探究活動の運営計画では慎重

に教員の関与について検討する必要があることがわ

かっている。 

 

 探究活動の評価 

探究活動の最終的な目標は、生徒が自立的な学習者になる

ことであるが、学校での探究活動は生徒が自立的な学習者

になるための段階の一部にしか過ぎないため、探究活動に

よる学習の成果を評価することは難しい。特に探究活動の

学習の成果は生徒の内面的な変化も含まれるため数値的

に評価できない場合もある。しかし、生徒の探究活動を評

価することは、生徒の達成感や主体的な学びを喚起する機

会となることもあるため、客観的で適切な評価を行う必要

がある。この探究活動における評価は、教員による評価だ

けではなく、外部による評価、生徒相互による評価も、生

徒の探究活動に対する意欲を向上させるなどの効果があ

るため、探究活動の運営計画においてどのような評価を行

うかも探究活動の運営において重要となる。 

 

（表１）生徒に提示した筑坂魅力化プロジェクトの目的 

 

【筑坂魅力化プロジェクトの目的】 

・筑坂のグローバル化を進化させる 

・グローバル化を目指す筑坂をアピールする 

・筑坂から日本のグローバル化を推進する 

・多くの中学生が行きたい、保護者が通わせたい、

魅力ある筑坂にする 

 

１．筑坂の魅力を進化させる 

筑坂の魅力を高めるために、新たな視点で問題を

解決する。 

●標準服チーム：制服を標準服にする場合に想定

される問題とその解決策（試行も含む）  

●多様性チーム：多様な生徒に対応するために想

定される問題とその解決策   

●ICTチーム：高度な ICTに対応するために想定

される問題とその解決策   

２．グローバル化を目指す筑坂の魅力をアピールす

る。コロナ渦により筑坂の情報が伝わらない状況の

中で、新たな視点で情報を発信する。 

●広報チーム：中学生とその保護者へ情報を伝達

するために想定される問題とその解決策 

３．筑坂の魅力を高めるため、筑坂から日本のグロ

ーバル化を推進する 

●イベント企画チーム：中学生も参加できる筑坂

の活動を行う場合に想定される問題とその解決策 
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3. 「筑坂魅力化プロジェクト」の概要 

本校の探究活動に関する経験的蓄積をふまえ、この「筑

坂魅力化プロジェクト」では生徒の探究学習の機会を増や

す異学年交流による期間限定の探究学習プロジェクトと

して企画したことから、以下のような運営方針でプロジェ

クトを企画運営した。 

 

 課題設定 

この探究活動の活動期間を 9 月から 11 月までの約

3か月と限定したため、この探究学習において比較的

が必要な課題設定の期間を短くする必要があった。そ

こで、表1に示すように生徒にとってわかりやすい目

的を事前に教員側で設定し提示した。このようにプロ

ジェクトの目的を事前に提示することで、具体的な活

動計画の作成と実施がプロジェクトの目的であるこ

とを生徒に印象付けるねらいがあった 

 グループ作り 

このプロジェクトの主な目的は表１のように生徒

の学校活動にかかわる活動が多いため、本校の生徒会

を中心として活動を希望する生徒が自由に参加でき

る取り組みとした。このように明確な目的意識を持っ

た生徒を集め生徒会を各プロジェクトの責任者とし

たことで、具体的な計画・実施までの時間を確保しグ

ループの方針・意思決定が確実に行われるように工夫

した。 

 スケジュール管理 

 期間限定のプロジェクトのため、大まかなスケジュ

ールを表２のように事前に提示し、10 月に中間報告

会、11 月に最終報告会を行い、11 月末までに最終報

告ができる状態でプロジェクトを終了することを生

徒に印象付けた。また、週1回程度のプロジェクトチ

ームリーダー会議を行い各プロジェクトの進行状況

を共有できるようにした。 

 

（表２）生徒に提示した主な日程 

 

 教員の関与 

 教員の関与が探究活動に影響を与える点を考え、担

当する教員にできるだけ教員側が生徒に探究活動の

具体的な指示を与えないことを求め、教員がファシリ

テーターの役割に徹するように求めた。また、生徒の

探究活動の状況を教員側が常に把握できる状態を作

るために、生徒には担当教員への「報告・連絡・相談」

を徹底するように指示を出した。 

 探究活動の評価 

 このプロジェクトは、任意の活動であり希望した生

徒による探究活動のため、探究活動を評価する必要は

ない。 

しかし、探究活動を評価できる状態にしておくこと

は、生徒のふりかえりを促す効果等もあるため、中間

報告会・最終報告会などのプレゼンテーションを生徒

間や外部の方に公開したり、最終報告書をHPに公開

するなどしたりすることを行った。 

 

4. 活動の成果 

このプロジェクトでは（表１）に示したプロジェクトの

目的と（表２）に示したプロジェクトの日程を生徒に示し

たのみで、生徒がどのようなプロジェクトを具体的に行う

かは各プロジェクトチームに任せたため、短期間でどのよ

うなプロジェクトの成果があるかは全く予想できなかっ

たが、各プロジェクトチームは（表３）に示すような活動

を具体的に行った。【資料１】から【資料４】は生徒が作成

した活動報告書である。 

 

（表３）各プロジェクトチームの主な成果 

標準服チーム 

・標準服テスト期間の実施 

広報チーム 

・インスタグラム 

・TikTok 

・ポスターの作成 

・中学校へのポスター配布 

ICTチーム 

・ワークショップの実施 

イベントチーム 

・オンライン交流イベントの実施 

多様性チーム 

・意見箱の設置 

8月31日・9月1日 

グループ作り 

9月 計画・調査 

10月 実施 

中間成果発表 

11月 成果発表 

最終報告 



- 74 - 

 

 

（図１）広報チーム作成のポスター  

 

5. プロジェクトでの生徒の変容 

このプロジェクトの探究の過程でも、本校の探究活動で

これまで見られた経験的蓄積と同様に、グループ内で意思

統一や役割分担の混乱が生じ、一部のプロジェクトチーム

では探究活動に対する意欲の低下が見られた。 

これらは本校の経験的蓄積から予想されていた混乱で

あり、この混乱を生徒の学習の機会であると捉え、教員側

も生徒へのアドバイス程度の指示にとどめ、生徒間で解決

するように促した。教員の関わりを制限したファシリテー

ターの役割としたことで教員の一時的な精神的負担があ

ったものの生徒間でこれらのグループ内の問題を解決す

る姿が見られた。【資料５】は、担当した教員による各グル

ープの精神的な変容に関するコメントである。 

また、このプロジェクトで探究活動の取り組みに対する

生徒の精神的変化が見られることが予想された。そこで、

このプロジェクトでは探究学習教材「Classi×マイプロジ

ェクトサポート」のプロジェクトグラフによるふりかえり

を活用し生徒の精神的変化を把握する試みを行った。【資

料６】は、プロジェクトグラフによるふりかえりをおこな

った生徒のプロジェクトグラフである。このプロジェクト

グラフを見ると、生徒の探究活動に対する取り組む様子は

様々であり、探究活動以外の要素（他の探究活動や学習状

況等）によって生徒の探究活動への意欲が変化しているこ

とがわかる。 

  

6. おわりに 

今回実施した「筑坂魅力化プロジェクト」は、想像した

以上に生徒の主体性が見られる様々な生徒の探究活動が

行われ、探究学習の効果があったことがわかった。 

さらに、この取り組みにおいてもこれまでの本校の探究

活動の経験的蓄積と同じような傾向がみられたことから、

探究活動の企画運営に関して以下の注意点が特に重要で

あると考えられる 

 

 探究活動に対する生徒の意欲を尊重した探究活動を

企画計画すること。 

 探究活動を行う際に生じる様々な問題は生徒間で問

題を解決するように促すこと。 

 探究活動全体に対するスケジュールを生徒に提示し

計画的に探究活動を行うように促すこと。 

 教員は生徒の探究活動に積極的に関わるのではなく、

ファシリテーターとして生徒間で問題解決を促す役

割に徹する方が、探究学習の学習効果が高い。 

 

 これらの探究活動の注意点を生かすためには、教員側が

探究活動を生徒が自立した学習者になるための段階の一

部であると捉え、生徒が探究活動において困難を乗り越え

たり失敗を経験したりすることが探究学習の成果である

と理解し探究活動を計画することが教員側に求められて

いる。今後も、様々な探究活動の実践経験をふまえ、生徒

が主体的に取り組めるように修正を加えながら探究活動

の実践を重ねていきたい。 
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【資料１】筑坂魅力化プロジェクト標準服チーム活動報告書 

 

筑坂魅力化プロジェクト 活動報告

年準服チーム

目的

叩服を栢準服にした場合に想定される問垣とその解決策の具体案を提案し実胞する

服化 トライアル（方法、結果）

（方法）

トライアル期間用の筋単なルールを作り、約2週問実際に椋準服を試す心

（結果）

＾校生徒の約 8 ~が私服を若用して登校してきた心

（方法）

Classiにてアンケー トを作成し、生徒の中の今の制服や探準服化に対する意見がt・ライア

ルの前と後でどのように変化するか甜査した心

（結果｝

前アンケートでは、揉準服化に対して否定的な意見が多かっ、し心

後アッケー トでは、肯定的な意見が増え、生徒の

ディスカッショソ

-p服チームで集まり桓準服化に対する意見キ各クラスの状況を報告し話し合うe

服化にむけた簡単な心得の作成キ、各学年の生徒の様子を確認することができた。

考察ほ与果から考えられる こと）

生徒の揉準服化に対する意見やイメージは、社会や学校の状況に合わせて常に変わってい

くので、その都度見直しや簡単なルールの変更を行う ことができる機会を設ける必要があ

ると感じ、し0

究を通しての新たな課器i

・定期的に見直しや話し合い、振り返りを行う機会を設ける必要がある。

• 生徒にもう一度、 「 どのような服装が学業を行うのにふさわ しいか」

「なぜ揉準服化するのか」を考えてもらう機会を作る心
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【資料２】筑坂魅力化プロジェクト広報チーム活動報告書 

 

 

的

化をノ インとし，一ヽ

力化プロジェク ト

広歪ヴ• ーム

り魅力を牛u：目様で 生とその

する．

J牛に情報を届けるまでの万法とそ

・ンた、土咆したいささつをぽ認する．

を閲いたからがa釦
一筑坂に全く 9レーツがなく、ヤスクーや HP、テ校パンフレットのみでは、魅力が伝わっ.~

いないum名度が低い

いていない中実から、中午生が親しみやすいツールの

lnsc:a,gram、TikTok、HP、デーク笠坤門をそれぞれ呂丸各SNSでは、牛

すること K決定ulnsユgmmは月廂日 と和曜日の I7時

日18 

を

は

ソツを作14

ク処項）

なく、コンテンツ作成が追い付かな~.ことがのつヽ- 0

• その投茫で何を伝えたいのかがあいまし小．なることがあった。

・筑坂生向けのイペントで、筑阪牛限定の記軟を していなかった。（訂正

（万・

た。SNSのリスク管即をしたことで、

かったため、ードスクー制

を合わせろというキャッ‘ナゴピ

° " が々寸9スクー案を出
デザイン開始から印

牛位がーかり

力化プロジェクトを代表する形あるも ii)となっ，-U
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（反省）

ー・ザイソ性、スクイリッシュさと情報且のパランスが笠しかった。某（乍開始から完成まで(})

時間がかかったe 何を伝えたいのかのコンセプトがプレることがあ :ヽ.,,~ c

【4】ードスクー配布 牛itにポランティア

万`

筑坂牛に、出身中牛や

SHでポラソ

することができ l~

て定中干、=‘
ユ-

寸fス

り五分間では、四グ

ンテンツ強化

PowerPorn 

ンテンツf’

すると決めると、

分しつガり？C王ヽつ

もらぅ悶、このポスクーがで

トを作成せず口頭遵絡だった

ヵ茂きない。（広報代表の塩川が作成し

，C 冷りに一つ

もゴソテソツが冗成しなかったu 自分がやらなくても誰かがや？Cくれるだろうという国

,a牛してLまっ、←

［
 
＝ふ月問のい•h ｛ヤプロジェクト

るなど、活

まりやすい界休みに限定していた1しめ、一度のミーテイソグては l5分～2

、.J7.:.，”""‘クな0.J文ゾンパーにとっても
か

ン，，S

ヽ
＞` 

‘‘ 

こなヽ Jていまってし，-

だSNS

了させて Lようと今までの努力がしったいなしと

ることとなった。

をしながらも、この三か月問で培った牛徒広翫活動の基情を使

牛、その保護者にエールを送り紐け •Cいきたいu
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【資料３】筑坂魅力化プロジェクト ICT チーム活動報告書 

 

 

筑坂魅力化ブロジェクト 活動報告

ICT-Jーム

的

な !CTに対応するために思定される問 する

ベア．L-ン ／` 行 I 7• こと（万法、結

スに惑わされるな！ ！」

Tから、ディスカッションを通して 「新しい発見を得ることができた」

にどのような兌見があったかを問うと、 多角的』•

00％信じるのは良くない→な

のことから参加れは今後高度な !CT に対応ナる序に想定される解

ことができるのではないだろうか．

（課迅）

況にズレが牛L：た。

（万法）

) 16時～

J
 

• 前回のデ 4 スカッションでの反省を牛か し、テーマに対しての具体的な答えを設定 LIこ

マをかなり身近なものに設定l．た為、自分の意見や思った事などを活発に充百Lて

いて することが

ることにより、．

取れることがわかった」など一枚の写兵から多くの

を把捏てきなかった為、グループ分けに時間がかかった。

な笞えを用意していた為グループに
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考察（結呆から考えられること）

ィスカアションを実施することによって、生徒自身は 「教わる」

のではなく T 自分で 「考えるJ ことができるので、 生徒の理解 • 関心をより深めることが

できたのではないかと考えられる凸第一回ディスカッショソでは、身0回りには多くのフ

ェ4クニュースがあることを伝えることができ、悼殺の信惹性等を踏まえながらどうすれ

ばフェ イタニュースなどの濶迎った情恨を見極めることができるのか考えることがで

た＂また、第二回ディスカ a}ンョンでは ICTの中でも高校生に身近である SNSをテーマ

にデ-fスカッショ｀ノを行う ことで生徒自 身が今後 SNSを利用する上で気をつけなければ

ならな

究を通しての新たな課題

計2回のディスカッションでは大まかなテ-マを SNSに設定し、馴染みやすしヴ勺スカ

アションを企画することができた。だが、ICTの分野は広くあり 、その一部分Lかディス

カッショ ンで話し合う事ができなかった為、 ICTが4包える 問超点や社会＾．の必要性などを

—ヽ屯 し か伝えることが t屯きなかった 。

くディスカッションの様子＞

第一回ディスカッション ＠多目的交ヰ

第二回ディスカ ッショソ ＠物理教室
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【資料４】筑坂魅力化プロジェクトイベントチーム活動報告書 

 

筑坂魅力化プロジェク ト 活動報告

イペン ト企両チーム

筑坂魅力化プロジェクトのイベン トチー ムでは、 ICT を使っ ーこ 中学牛 と交流—e きるイペ

ントを開催しました。そこでは、 -1・1/スクグラムのライプ機能を使って誰でも気軽に巷加で

きるような形で閲催しました。また iPad．やボケット Wi-Fiなどを使い、同じ筑坂魅力化

プロジェクトの広恨チ一ームと連結Ltロイベントを行ないまし1：：心

l.筑坂適性診断

筑坂に興味のない中字生はインスクライプに来てくれないと考えたので、興味のある

中学生にイペントの存在を知ってもらう、また筑坂にさらに入りたいと思ってもらえる

ように筑坂適性診断というものを作りました心

遭ヽイフ'’・舅

* --•I° 一~ ,

傘—r. IIUR皿,_臼t49

目的

方

効 ！

味があ -'.'.lても何をしたいかわからない中学生に向けて自分のやり、-

いことをイメージできるようにするため

択肢の先を何錮にするか、選択肢の記号を ABCにするのか 123にする r.1_)

か、筑坂に興味がない人でも興味を持ってもらえるような項目が作れるかの

備

視聴行の学びや自分の関心を見つめなおすきっかけを作れた

II.換擬部活勁体験

先生目線四まなく生徒目線からの筑坂を中学生に伝えるぺく、部活動の披露の垢が少な

くなっ てLまった部活動をメ インに活動の概要をお闇きしました。またイ ンタビューだけ

でなく披露などをしてもらって具体的な活勁内容をお見せ Lました。
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目的

万法

．，コロナ禍で体育祭や文化祭等の学校行事が中止になり、数多くの生徒の活

できる機会を

設けたかったから

・コロ＊感染拡大防止のためオンライ yでできるイペントを行うため

．，文化祭がなくなってしまい活動が少なくなっ t-しまった速勁部に披露L-c
祐

9● ia-1'11叩 叩の魅力を部日から閲き出しておいr-

⇒ 賓問内容の整理し 各部話勁へ確認に行っ，し—

•蕊駐わ許可、撮影する場所の確認を行なった

,, Wi-Fiを契約し、校内のど咋行われる活動でも取材できるようにした

• 印活動での先輩後輩同士の

効 果 1．部活動の様子を動回の公閑やイ 1/クビューを通し一て視聴者へ発信をきた

・リア凡な筑坂牛の声を校外・へ発偏することができた

III．先生インタピュー

進路に悩んでいる中学牛を手助けするため、またこのインクビ＇ ュ ~ーが学校を決める際の

考となればと思い行なった．

目的

万法

効 果

＂筑坂は総合学科であ り、晋通科と 比ぺて巽なる点が多い。そのため、筑坂で

の学びの様子について各科 目群に群Lい先生がたから授業の内容や生徒C1.)

様子を閲き出すことで、中学牛が想像できない瓦校の授業というものをイ

ージできるようにする

劃巧―ンラインで気経に費問しやすい瑶坑を作るため

・筑坂 の科目群を紹介するため

先生にインクピューする内容を事前にチームに分かれ して、慨影前に先

えられた

、→ E今 nlか 1てィられた
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【資料５】担当教員によるコメント 

A 教諭 

生徒は正解を知りたがることがよくあります。しかし「探究」は正解が 1 つでないもの，正解のないもの

を追い求めていく行為です。今回のプロジェクトを通じて，参加した生徒は自分たちでやりたいことと社

会的に求められていることの接点を考え，目的を設定して，アクションするということを行いました。こ

れら一連の活動によって「先生，これでよいのでしょうか」とよく聞いていた生徒が「私たちはこういう

ことがやりたくて，それにはこれこれの理由・目的があります」と主張するように変わっていきました。 

 

B 教諭 

最初は、生徒はどう進めれば良いか、教師からアドバイスを求めたが、今は、私と相談せず自ら今後の計

画を建てている。すごく悩んだ生徒もいた（特に男）。何を作れば良いか、どうやれば良いか。しかし、

ヒントを与えたら、動きがよくなり、今は一番活動している。リーダーは、最初は緊張して、どうすれば

良いか迷っていたようだが、役割に慣れて、自然に指示したり、意見を聞いたりしている。特に、アドバ

イス、意見を頼んで、ディスカションをリードすることが上手になった。計画性（時間のスケジュール）

はまだまだ下手だ。が、すこしずつ気が付いたようで、スケジュールを固めようとし始めている。 

 

C 教諭 

生徒は、最初は自分たちのやりたいことをやりたいようにできるということに大きな期待を持って臨んで

いたように思います。しかし、いざ始めてみると考えなければならないことや細かなやらなければならな

いことが山積みになって思考停止してしまいました。そこで、to do リストを作成して整理することを勧

めましたがそれも上手くいきませんでした。なぜなら、２年生（特にリーダー）が目の前のことで一杯一

杯になってしまったために、全体への情報共有もなされず、考えなければならないことや細かなやらなけ

ればならないことが何であるのかすら誰も把握できなくなってしまったからです。この結果、生徒達（特

に１年生）は参加意欲やプロジェクト内での自己存在感を失っていきました。現在、イベント実施が目前

に迫って全員がそれなりに「なんとかしなければ」という気概を持って努力しています。これがどう落ち

着くかはもう少し様子を見る必要があります。 

 

D 教諭 

生徒主導の探究活動をコーディネートするというのは生半なことではありません。当然、こちらの想定し

ないところで躓きますし、伝わらないことも沢山あります。また、コミュニケーション不足故の軋轢など

も起こります。しかし、それを教員が何とかしてしまっては、生徒は何も学びがありません。教員は、生

徒が数多くの壁にぶつかり、上手くいかない様子を把握したうえで、その壁を乗り越えるために必要な最

小限の援助をすることが必要です。あまり早く解決しようと躍起になってはいけませんし、生徒が苦しん

でいる様子を分かっていながらも心を鬼にする場面もあります。ある程度の着地点などを教員が決めてい

ない分、普段の授業などで探究活動をするよりもかなりの精神力と忍耐が求められる印象です。 

 

  



- 84 - 

 

【資料６】プロジェクトグラフ
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